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P r o g r a m

使用楽器：ベーゼンドルファー モデル280VC

ブラームス
2つのラプソディ Op. 79より第 1番
BRAHMS: Rhapsodie in B Minor, Op. 79, No.1

シューマン
クライスレリアーナ Op. 16
SCHUMANN: Kreisleriana, Op. 16

ショパン
幻想曲 Op. 49
CHOPIN: Fantaisie in F Minor, Op. 49

スクリャービン
12のエチュード Op. 8より 第1番、第12番《悲愴》
SCRIABIN: 12 Etudes, Op. 8: No. 1, No. 12

スクリャービン
幻想曲  Op. 28
SCRIABIN: Fantasie in B Minor, Op. 28

プロフィール
日本で最も求められ続けているピアニストの一人。音楽から神聖さ、親密さを見出してパーソナルなピアノの
音として立ち上らせる独特の演奏スタイルは多くの共感を得ている。近年の活動として最も注目されるのが、
2018 年に開始された「The Road to 2027 リサイタル・シリーズ」である。ベートーヴェン没後 200 年と
自身の演奏活動 40 周年が重なる 2027 年へと向けて行われるこのシリーズは、「春のシリーズ」と「秋のシリー
ズ」のふたつの流れを持ち、自身の演奏哲学が反映された全 20 のプログラムから構成されている。当公演は、

「秋のシリーズ」第４回にあたる。録音では、レコード・アカデミー賞受賞 CD を含む「仲道郁代ベートーヴェ
ン集成」、「モーツァルト：ピアノ・ソナタ全集」など多数くリリース。著書に『ピアニストはおもしろい』( 春
秋社刊 ) ほか。一般社団法人音楽がヒラク未来代表理事、一般財団法人地域創造理事、桐朋学園大学教授、大
阪音楽大学特任教授。
仲道郁代オフィシャル・ウェブサイト http://www.ikuyo-nakamichi.com
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　1863 年完成の 《パガニーニの主題による
変奏曲》の後、ブラームスのピアノ作品の創
作は途絶える。1878年に全体が成立した《８
つの小品》Op. 76 を完成したのち、ブラー
ムスはこの 《２つのラプソディ》Op. 79 を
作曲する。1879 年夏に完成したこの作品は、
作曲家ヘルツォーゲンベルクの妻ですぐれ
た作曲家でもあったエリーザベトに捧げら
れた。その第 1 番は雄大な楽想の作品で、勢
いよく下行する主題が主調のロ短調で示さ

れる。続いて、4 度音程と 2 度音程からなる
ニ短調のメランコリックな部分に入る。この
音程表現はブラームス独特で、《４つの歌》
Op. 17 の第 1 曲やチェロ・ソナタ第 2 番など
でも用いられている。主題が再現したのち、
ニ短調の動機がロ長調で抒情的に表現され
る。最後は 4 度と 2 度の音程動機が左手のロ
音の持続音を背景に奏され、弱音で 4 度音程
を反復して締めくくられる。
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ブラームス：２つのラプソディ Op. 79より第 1 番

　ショパンがこの作品を作曲したのは 1840 年か
ら翌年にかけての時期で、この年に彼は身近な
人々との別れをいくつも経験しなければならな
かった。親友のマトゥシンスキが病のために彼に
見守られてこの世を去り、もう一人の親友のフォ
ンタナがアメリカに去り、かつての恋人で不幸に
して別離を余儀なくされたマリア・ヴォジンスキ
がスカルベックと婚約した。
　この作品は「マルツィア・グラーヴェ」と記さ
れた重々しい前奏に始まる。葬送行進曲のような
重い足取りの付点リズムによる旋律であるが、悲

壮感はない。また《幻想曲 》という標題ではある
が、作品は極めて構成的で、全体は冒頭の序奏に
続いて、主部と中間部と再現部の 3 部分とコーダ
からなり、自由なソナタ形式とも見ることができ
る。作品は前奏の後、アジタートに変わって主部
に入る。ヘミオラを用いた右手の主旋律は印象的
である。「レント・ソステヌート」からが中間部で、
主部とは対照的なロ長調の叙情的な楽想である。
そして冒頭の主題が変ロ短調で回帰したのち、作
品は変イ長調で輝かしく締めくくられる。

ショパン：幻想曲 Op. 49

　この曲集は、ショパンの練習曲集を意識して
作曲され、このことはベリャーエフに宛てたスク
リャービンの書簡から明らかである。
　第1番は嬰ハ長調で3部形式。3連符の刻みがさ
ざ波のような効果をもたらし、颯爽と過ぎていくよ
うな表現になっている。中間部は嬰ニ短調で、2
小節ごとにフレーズが右手と左手とで交互に移る。

　第 12 番も ABA’の 3 部形式を取っている。この
作品についてスクリャービンはふたつの稿を残し
ている。この作品の短い前奏はショパンの練習曲
Op. 10 の第 12 番《革命》を思わせ、主部の動機は
ショパンのピアノ・ソナタ第2番Op. 35の第1楽章
を想起させる。

スクリャービン：12のエチュード Op.8 より第 1番、第12番《悲愴》

　《幻想曲》は、1900 年から翌年にかけて作曲さ
れた。1898 年、母校モスクワ音楽院のピアノ科の
教授となった彼は、交響曲第 1 番や第 2 番、3 曲の
ピアノ・ソナタを次々と完成させ、独自の作風を
確立していった。この 《幻想曲》は次の新たな創
作様式への移行期にあたり、この作品を契機とし
てスクリャービンは和声語法をさらに一層深める
ことになる。ヴァーグナーの影響のもとに独自に
育んだ半音階的な和声をさらに推し進め、彼の個

性が確立した作品と言える。
　作品はソナタ形式で書かれ、３つの主題からな
る。第 1 主題はロ短調の憂鬱な楽想で、続いて提
示される第２主題はその繊細な旋律は抒情的であ
る。第３主題はニ長調で快活な楽想である。展開
部ではこれらの主題が自由に表現され、続く再現
部では第2主題が華やかに再現され、最後は第1主
題がロ長調で作品を締めくくる。

スクリャービン：幻想曲 Op. 28

　《クライスレリアーナ》は、作品の渦巻く
ようなエネルギーや、初期ロマン派の作家ホ
フマンの文学作品との結びつきなど、さまざ
まな点でシューマンの表現を象徴する作品
である。この《クライスレリアーナ》の題名
はホフマンの 『カロ風幻想画集』のなかの
短編集『クライスレリアーナ』 から取り入
れたもので、さらにこの短編集の表題はホフ
マンの小説『牡猫ムルの人生観』の主人公
で、いささか常軌を逸した天才的な楽長ヨハ
ネス・クライスラーに由来している。この作
品は、文学と音楽との融合という問題だけで
はなく、連作作品における主題動機の展開と
いう意味でも、これまでの連作作品にはない
要素を含んでいる。
　1838年4月14日の午後、シューマンはクラ
ラにこのように手紙を書き送った。

　「クララよ、この音楽が今、私の中か
らほとばしる。なんと美しい旋律がいつ
も浮かび上がる。考えて見てください。
この前の手紙から、新しい作品を丸一巻
分も書き上げた。私はこれを 《クライス
レリアーナ》と名づけるつもりだ。この
曲のなかではあなた自身とあなたの楽
想が主役を演じている。だから私はこれ
をあなたに捧げようと思っている。もち
ろん、ほかの誰でもないあなたに。あな
たはご自身をここに見出して、微笑むこ
とだろう。」

　この作品では特定の動機が繰り返し用い
られ、また変ロ長調とト短調の交代を軸とし
て冒頭のニ短調や、第7曲のハ短調が配され、
調の統一も図られている。作品は1838年5月
に完成し、クララではなくショパンに献呈さ
れた。８曲からなり、渦巻くような楽想のニ
短調の第 1 曲の後、「クララの似姿」とされ
る変ロ長調の第 2 曲、楽長クライスラーを思
わせるト短調の第 3 曲が続く。第 6 曲ではバ
ロック時代に盛んに作曲されたシチリアー
ノの楽想とフランス風序曲の表現が登場し、
ハ短調の第 7 曲ではフガート（自由なフー
ガ）が用いられ、最後にその後に作曲された

《ケルナー歌曲集》Op. 35 の第 11 曲「誰が
そんなにお前を悩ませるのか」のピアノ伴奏
と酷似した部分が続く。最後の第 8 曲は、第 3
曲や第 5 曲の楽想と関連性を持ち、クライス
ラーが何処かへと去っていくかのように締
めくくられる。

シューマン：クライスレリアーナ Op. 16
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の幻想化が入る。そして「騒然とし
て 寂しきものを」と心性化される。
心の中に転換されて意味づけされて
いるのです。
　こうした幻想化の成り行き——
リアルから出発したものが幻想化さ
れて、心の中で意味づけられている
‥‥芸術というのはそういうものだ
と思うんですよね。意味づけされてい
く、というところがすべてだと思う。
　今回演奏されるシューマン《クラ
イスレリアーナ》でいえば、最後の
第８曲。ABACAという形式になっ
ていますが、最初に提供されるAの
部分から、Bの部分を経て、もう一
度Aが繰り返される。この繰り返し
によって一種の幻想化がされていま
すよね。さらにCの部分を経て、ま
た最後にAが繰り返されるときに
は、私にはとても悲しい感じがする。
これはつまり、最初の事実が幻想化
されて意味づけされている、という
ことになります。
　今回、仲道さんがこのプログラム
で示されたように、「幻想」という
視点から曲の分析もできるのではな
いかと考えましたね。

◆シューマンの幻想は「二人称」

仲道：すごく深くて興味深いお話を
ありがとうございます。
　今のお話で心にとまったのが「心
の意味づけ」という言葉です。作曲
家は、その心の意味づけを、幻想曲
に限らずおこなっている。事実と幻
想がどのように交錯しているのかは
なかなか難しいことですが、音楽家
として私が捉える事実はやはり、そ
こにある「音」なんです。どのよう
な音を書いたのか‥‥そして、そこ
に一体どのような心の意味づけがあ

るのか、ということを探してゆくこ
とになります。
　音楽は時間軸の中で体験すること
なので、受け取り方が変わってくる
こともあると思います。ただ、受け
取り方はやはり聴き手の非常にパー
ソナルな部分であって、シューマン
にとっての変容と、私が弾く時に感
じている変容、お聴きになるかたの
変容とでは、また違う世界観なのか
も知れない。それがとても豊かで面
白いところだなと思います。

梅津：そこが特に音楽の魅力ですね。
たとえば、悲しい旋律や和声があっ
たとしても、それを弾いてるかたの
悲しみと、受け取っているかたの悲
しみは、もう本当に千差万別。弾き
手が何かの悲しみを込めていても、
受けとるかたは、昨日ふられたこと
で悲しいのかも知れない。ただ、悲
しみという構造が共通していて、そ
こで繫がっていく。それが音楽の素
晴らしいところです。
　そうすると、幻想というものの中
にはたぶん、一人称の幻想と二人称
の幻想、三人称の幻想があると思う
んです。
　一人称の幻想というのは、先ほど
言ったような、いろいろな想像の中
で繰り広げられてゆく幻想。二人称
の幻想というのは、相手がある。愛
する人と一緒に物事を考えたり、話
し合っていると、ひとりの時とは全
く違う世界に入っていくじゃないで
すか。そういう幻想がある。三人称
の幻想というと、もっと大きな‥‥
日本人ならなんとなくお茶の世界を
知ってるだろうとか、ドイツ人なら
森の影響があるだろうとか、実証さ
れていない一種の幻想。
　そして、今はその三人称の幻想の

世界が、極端に変化している。とい
うのは、かつてだったら社会や国家、
民族といったことだけで三人称の幻
想の世界は作れたと思うんですけれ
ども、新たにネット社会というもの
ができてきた。
　ネットというのはまさに幻想です
よね。フェイクニュースが駆け巡っ
て、まるで事実かのように語られて
ゆき、根拠のない誹謗中傷で自殺者
が出たりするという三人称の幻想の
社会がある。そういう危険に陥らな
いためには、一人称の幻想、二人称の
幻想が重要です。その点で、シューマ
ンには二人称の幻想が圧倒的に多い。

◆時を超えて、繋がれるもの

仲道：今のお話を伺っていてふたつ
考えたことがあって。
　音楽を演奏する人間から感じる

「一人称」が、作曲家だとしますね。
その作曲家が感じ、考え、伝えたい
ものがあって、「二人称」としての
演奏家がそれに共鳴したり、感じる
ところを表現したりする。そして、

「三人称」としてのお客さまがそれ
を感じ取る。
　私にとってコンサートというの

◆幻想化——心の意味づけ
─まず今回のプログラミングをどの
ようにお考えになったか、そこから
お伺いできますか。

仲道：この秋のシリーズは、東京文
化会館小ホールという非常にイン
ティメイト（親密）な空間で弾いて
いくこともあって、より細やかな音
のひだや表現の可能性の中から、何
を感じることができるのか‥‥とい
うこともシリーズの縦線になってい
ます。それにクロスする横線として、
今年は幻想曲というテーマを取り上
げています。
　５月に開催された春のシリーズで
は、幻想曲というものを作曲家たち
がいかに捉え、かたちにしてきたか
‥‥ということを、「幻想曲の系譜」

と題して辿ることにして、モーツァ
ルト、シューマン、ベートーヴェン、
シューベルトの曲たちを弾きました。
　それに対して今回の秋のシリーズ
は「幻想曲の模様」として、作曲家
たちが幻想曲というものに書き連ね
てきたやむにやまれぬ想い、そこに
は一体なにがあるのか‥‥理屈では
説明することができない、心の中の
様々なかけらのようなもの、それら
が織り成す心模様の世界とは‥‥と
いうことを辿るプログラムになって
います。
　ブラームスの《ラプソディ》もあ
る種の幻想曲として取り上げること
ができると思いますし、シューマン
の《クライスレリアーナ》にある心
模様の世界、ショパンは何を想って

《幻想曲》を書いたのか、そしてス
クリャービンの《幻想曲》は‥‥と
いう流れで弾きたいと思いました。

─この選曲をご覧になって、梅津さ
んはどうお感じになられましたか。

梅津：プログラムを最初に見たとき
に、なんていうかな‥‥。まず私は
いつも「私たちは誰でも〈物語〉を
通して世界を認識している」と思っ
ているんです。
　たとえば宗教もそう。馬小屋でイ
エスが生まれた、それを羊飼いたち

が伝えたといった物語によって、世
界を認識する。
　また、そんな大げさなことでなく
ても、たとえば私たちが結婚すると
き、将来幸福な生活をできるだろう
という物語をつくって、それに沿っ
て結婚する。
　その物語というのは、事実とは違
う一種の幻想なわけです。そして、
そういった「事実を幻想化してゆく」
ところに芸術というものがある。
　たとえば、川端康成『雪国』の有
名な書き出し‥‥「国境の長いトン
ネルを越えると雪国であった。夜の
底が白くなった」という、これも事
実を書いているように見えて、幻想
ですよね。写実が写実になるために
は、幻想が必要なんです。
　あるいは、僕が大好きな古泉千樫
の短歌で、

鷺の群かずかぎりなき鷺のむれ
騒然として寂しきものを

という作品がある。これを高校１年
で読んだとき「幻想的だなぁ」と思っ
たんですけれども、これも幻想化の
成り行きがそのまま書かれている。
　どういうことかというと、まず

「鷺の群」という事実が提供されて、
それが「かずかぎりなき鷺のむれ」
と繰り返されることによって、一種

仲道郁代×梅津 時比古
聞きて・構成：山野雄大

幻想曲の模様〜心のかけらの万華鏡〜
対談　幻想曲の模様〜心のかけらの万華鏡〜対

談

2027年へ——ベートーヴェンの没後200周年と、仲道郁代の演奏活動40周年とを同時に迎えるその年に向けて展開
されているリサイタル・シリーズ「The Road to 2027」。幻想曲をテーマに据えた今年はまず、ベートーヴェンを核にした
春のシリーズで「幻想曲の系譜 〜心が求めてやまぬもの〜」をお届けした。そして本日、ピアニズムの新境地に挑む秋の
シリーズは「幻想曲の模様 〜心のかけらの万華鏡〜」と題して、ロマン派の影響圏にある作曲家たちが、鍵盤に託したファ
ンタジーのさまざまをお聴きいただく。本日のプログラムをめぐって、『冬の旅　24の象徴の森へ』［東京書籍］など多く
の著書を通して音と言葉の深みにまなざしを向け続けてきた、梅津時比古氏と語り合った。



は、多くのお客さまにお聴きいただ
いてるんですけれども、私はお一人
お一人に向けて弾いているように
思っているんです。三人称であるみ
なさまも、お一人お一人は、一人称
として聴いてくださっている。
　ですから、三人称の幻想の危険性
も、それが一人称の集まりだと思え
ば排他的にならなくて済むでしょう
し、特にクラシック音楽は、そういっ
たものを大切にできてゆくものなん
だな‥‥と感じています。
　ふたつめは、たとえばショパンの
中に、歴史の激動の中の祖国に対
する感覚が厳然とあって、それはい
ま日本に住む私たちは経験しない
種類のことですけれども、だからと
いってショパンの感覚を想像でき
ないということでは、ない。心を寄
せれば共感できる、時代や情勢を隔
てても繋ぐことができる、というの
が、音という純粋なものだと感じて
います。
　作曲家の中には、たとえばベートー
ヴェンのように、はじめ「私」とい
う一人称で考えたものが「我々」に
なって、それをメッセージにしてい
く人もいます。でもシューマンは、梅
津さんが仰るように「私」もしくは

「私とクララ」の共通の思い、という

ことになる。極めて私的な思い、願
い、憧れ、美しい心の世界‥‥。
　そして、ここがシューマンの凄い
ところなんですけれども、その傷つ
いた心を癒やしてくれるのは、クラ
ラでもなく「天」なんですよね。天
の世界から降ってくるものが私の傷
ついた心を癒やしてくれる、という。

梅津：まさにその通りだと思いま
す。三人称の幻想には、プラス面も
もちろんあるわけですね。いま仰っ
たベートーヴェンも、あれほど対話
に満ちた音楽はなくて、つまり「二
人称の世界」がたくさんあります
よね。第九の最後とかピアノ・ソナ
タ第31番の最後とか、本当に高ら
かなところは「三人称の幻想」にな
るのだろうけれど、それが悪いとい
うということではもちろんなくて、
ただややもすると歴史的な事実と
して悪用されてしまったというこ
とはある。
　それに対してシューマンは、たと
えばフロレスタンとオイゼビウスと
か、あるいは《クライスレリアーナ》の
クライスラー楽長とか、クララへの
想いとか二人称の世界が凄く大きい
から、良くも悪くも三人称が入り込
まないところが魅力だと思います。

仲道：そうですね。幻想性というの
は、モーツァルトやベートーヴェン
の時代からこのシューマンの時代に
入って、表現における暗喩の部分が
大きく拡がって、豊かになったと思
います。自分の心を、直接的な何か
ではなく、何かにたとえる。
　たとえば、これは前田昭雄先生
がご指摘されたことですけれど
も、《クライスレリアーナ》の最後の
曲では、（曲のモティーフとなった）
E.T.A. ホフマンの作品でクライス
ラー氏が「僕は中国風マントをか
ぶって窓から飛び出していくんだ」
‥‥と語る一節を引きながら考察し
ています。これは凄く合致するよう
なイマジネーションを持つことがで
きます。2曲目の中にも、E.T.A.ホ
フマンの「花明かりの中を銀の流れ
が通るように」という一節を思わせ
られる箇所があると。その言葉から
触発されるイメージ、それもやはり
心模様なんですが、それがシューマ
ンの音と重なったとき、それはもう
‥‥涙せずにはいられないような美
しい世界を見せてくれる。なにか人
間の世界を超えた美しさで、でもそ
こに到達するには、悲しみや痛みを
越えてゆかないと見ることができな
いような‥‥そんな美しい世界がそ

こにある、と感じさせてくれるとこ
ろが、本当に素晴らしいと思います。

◆�憧れ、心の痛み 
——〈幻想〉への力

─今回のプログラムのメッセージに
は、「憧れ」や「心の傷」といった
キーワードがありますね。

仲道：はい、特にシューマンは、本
当に心の痛みを知っている人だった
のではないかと思います。だから、
美しい世界に憧れて、心の痛みを幻
想へ転化せずにはいられない。その
美しさ、世界観が、私を惹きつけて
やまないんです。シューマンは、ショ
パンに対してなかなか入り込みにく
いって言われることもありますよ
ね。梅津さんが仰ったように、いろ
いろなキャラクターが出てくるの
も、自分の中の多面性ということだ
と思うんです。
　でも、そもそも感情って複雑です
からね。わかりやすく聴けたら嘘で
しょう、とも思います。シューマン
は「あっ、こんなことを想っている
の？」「こんな気持ちなの？」と聴
いてあげないといけない音楽です
ね。与えてくれる音楽ではないし、
こちらに向かって演説する音楽では
ない。だから、シューマンの音楽に
心を寄せて聴いてあげるところに、
シューマンの魅力を感じる入口があ
ると思います。
　そういう意味で、ショパンのほう
は非常にプロフェッショナルです。
どんな心の葛藤も、ひとが受け取り
やすいようにちゃんと整えて書きま
すから、本当のところはちょっと隠
してるところもある。全てをさらけ
出さないんですね、ショパンは。そ
れも美しさだと思います。

　でも、今回演奏するショパンの
《幻想曲》は、立派な形式で書いて
いますが、その中にコラールが出て
きたり、入り乱れる心が現れている
ようなところがたくさん出てくる。
彼はポーランドを出てからずっと後
ろ向きな人で、自分は人生でなぜこ
ちらを選んでしまったんだろう‥‥
とか、何も出来ない自分に対する忸
怩たる思いがあったと思います。《幻
想曲》は、嘆きと祈りという心のうち
が溢れ出た作品なのだと思います。
　そしてブラームスも、やはり痛みを
抱えていた人ですね。凄く自己肯定感
が低い人だったんじゃないかなって。
とても立派な作品を書くのですけど、
いつも何か下を向いて悲しげですよ
ね。それを立派な形にしなきゃ‥‥と
いう葛藤を感じるんです。
　スクリャービンは、これまでプロ
グラムに乗せて来なかった作曲家
ですが、あらためて弾いてみると、
シューマンとは違った意味で聖なる
ものへの憧れが凄かったのではない
かと思います。それこそ、私は邪悪
なものから超越した世界を知ってい
るというような、ある種ちょっと潔
癖というくらいの感覚がハーモニー
の移ろいのなかにも感じられて、面
白いなぁとはまり出してます。

梅津：幻想化の成り行きのなかで、
シューマンは文学というか言語を
手立てにしていて、スクリャービン
は「色」を手立てにしているんだけ
れども、ショパンは「音」そのもの。
手立てや媒介にしているものがない
ので、よく言われる「音の詩人」と
は正にその通りですね。
　シューマンとスクリャービンの
聖なるものへの憧れというお話が
ありましたが、おっしゃる通り性格
は違っていると思いますね。それは
シューマンが二人称の幻想に良くも
悪くも埋没しているのに対して、ス
クリャービンは二人称があんまりな
いんですよ。一人称からいきなり三
人称の世界に飛んじゃっている。
　ブラームスもね、最後のソプラノ
が悲しいし、シューマンの《クライ
スレリアーナ》の最後も泣きたいほ
ど悲しい。幻想の極みですね。

仲道：やっぱり作曲家も苦しかった
と思います。苦しみ悲しみ、人生生
きることはなんぞやということを、
どう昇華していくのか、その様のあ
り方のさまざまを聴かせてくれる。
それが本当に面白いです。

梅津 時比古［うめづ・ときひこ］

桐朋学園大学学長、毎日
新聞特別編集委員。早大
文学部西洋哲学科卒、82
〜83年、ケルン音楽大学
で 研 修。『<セロ 弾 き の
ゴーシュ〉 の音楽論』で芸
術選奨文部科学大臣賞
と岩手日報文学賞賢治賞。NHK「日本の
100冊」に『<ゴーシュ〉 という名前』が
選ばれる。音楽評論で日本記者クラブ賞。
シューベルト研究の著書がドイツで翻訳
され刊行されている。

山野雄大［やまの・たけひろ］

ライター。立教大学大学
院文学研究科博士課程
後期課程単位取得退学。
CD・演 奏 会の解 説、音
楽家取材など多数。『レ
コード芸術』誌ではバレ
エ・ディスク新譜月評を担
当。第一生命ホールでの演奏会シリーズ

《雄大と行く 昼の音楽さんぽ》で案内役
を務めるほか、NHK-FM《オペラ・ファン
タスティカ》などラジオ出演も。日本製鉄
音楽賞選考委員。

対談　幻想曲の模様〜心のかけらの万華鏡〜



仲道郁代オフィシャル YouTubeチャンネル
オフィシャルYouTubeチャンネルでは仲道郁代のコンサー
トのダイジェスト映像を公開しています。インタビューや対
談などとともに、仲道郁代の世界をより深く味わっていただ
けるものとなっています。ぜひお楽しみください。

The Road to 2027リサイタル・シリーズでは、2020年秋「ドビュッシーの
見たもの」のダイジェスト映像や、「幻想曲の模様」の関連映像として、当プ
ログラムにも掲載された梅津時比古氏との対談の映像も公開中。本公演の映
像も後日公開予定です。

秋のシリーズ

ピアノという楽器を
味わい尽くすプログラムが
並びます。
より限定された
“親密な”空間で、
ピアノの表現の多彩さ、
細やかさを
味わっていただく
シリーズです。

仲道郁代 
The Road to 2027 春のシリーズ

音楽を哲学的に探求するシリーズです。
ベートーヴェンのピアノ・ソナタを核に据え、
ベートーヴェン以前・以後の作品とともに 
各回のテーマに迫ります。

リサイタル・シリーズ

photos:  N.Ikegami

2020� 第3回

ドビュッシーの⾒たもの
ドビュッシー：前奏曲集 第1巻
ドビュッシー：映像 第１集
ドビュッシー：映像 第２集
ドビュッシー：喜びの島

2021� 第4回

幻想曲の模様
〜心のかけらの万華鏡〜
ブラームス ： ２つのラプソディ Op. 79より第1番
シューマン ： クライスレリアーナ Op.16
ショパン ： 幻想曲 Op.49
スクリャービン ： 12のエチュード Op.8より  第1番、第12番
スクリャービン ： 幻想曲 Op.28

2022� 第5回

前奏曲〜永遠への兆し〜
ドビュッシー ： 前奏曲集 第２巻
ラフマニノフ ： 前奏曲「 鐘」 Op.3-2
ラフマニノフ ： 前奏曲集 Op.23より 
第２番、第５番、第７番
ラフマニノフ ： 前奏曲集 Op.32より 
第２番、第５番、第８番、第10番、第11番、第12番

2023� 第6回

ブラームスの想念
ブラームス ：７つの幻想曲 Op.116
ブラームス ：３つの間奏曲 Op.117
ブラームス ：６つの⼩品 Op.118
ブラームス ：４つの⼩品 Op.119

2024� 第7回

シューベルトの⼼の花
シューベルト ： ４つの即興曲 D899 Op.90
シューベルト ： ４つの即興曲 D935 Op.142

2025� 第8回

ラヴェルの狂気
ラヴェル ： 鏡
ラヴェル ： ⽔の戯れ
ラヴェル ： 夜のガスパール

2018� 第1回

ショパン
〜プレイエルの響き〜
ショパン ： バラード第１番 Op.23
ショパン ： バラード第２番 Op.38
ショパン ： バラード第３番 Op.47
ショパン ： バラード第４番 Op.52
ショパン ： 24の前奏曲 Op.28

2019� 第2回

シューマンの夢
シューマン  ：  アレグロ Op.8
シューマン  ：   幻想⼩曲集 Op.12
シューマン  ：  予⾔の⿃ Op.82-7
シューマン  ：   ピアノ・ソナタ第１番 Op.11

2018� 第1回

パッションと理性
モーツァルト ： ピアノ・ソナタ K.310
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ 
第23番「 熱情」 Op.57
ブラームス ： ピアノ・ソナタ 
第３番 Op.5

2019� 第2回

悲哀の⼒
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ 
第８番「 悲愴」 Op.13
ブラームス ： ８つのピアノ⼩品 Op.76
シューベルト ： ピアノ・ソナタ 
第19番 D958

2020� 第3回

⾳楽における⼗字架
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第22番 
Op.54
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第21番 

「ワルトシュタイン」 Op.53
ショパン ： ２つのノクターン Op.48
シューマン ： ピアノ・ソナタ第３番 Op.14

※2028年に延期

2021� 第4回

幻想曲の系譜
〜心が求めてやまぬもの〜
モーツァルト ： 幻想曲 K.475
シューマン ： 幻想曲 Op.17
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第28番 Op.101
シューベルト ： さすらい⼈幻想曲 D760 Op.15

2022� 第5回

知の泉
ベートーヴェン：ピアノ・ソナタ 
第17番「テンペスト」 Op.31-2
ショパン ： バラード第１番 Op.23
リスト ： ダンテを読んで S.161-7
ムソルグスキー ： 組曲「 展覧会の絵」

2023� 第6回

劇場の世界
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第19番 Op.49-1
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第20番 Op.49-2
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第18番 Op.31-3
シューマン ： パピヨン Op.2
シューマン ： 謝⾁祭 Op.9

2024� 第7回

夢は何処へ
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第27番 Op.90
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第13番 Op. 27-1
ベートーヴェン ：  
ピアノ・ソナタ第14番「 ⽉光」 Op. 27-2
シューベルト ：  
ピアノ・ソナタ第18番「 幻想」 D894 Op.78

2025� 第8回

⾼雅な踊り
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第24番「テレーゼ」 Op.78
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第25番 Op.79
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第26番「告別」 Op.81a
リスト ： メフィスト･ワルツ 
第１番「村の居酒屋での踊り」 S. 514
ラヴェル ： 優雅で感傷的なワルツ
ショパン ： ワルツ「 告別」 Op.69-1
ショパン ： ワルツ Op.64-2
ショパン ： ポロネーズ第６番「英雄」 Op.53

2026� 第9回

⾳楽の哲学
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第30番 Op.109
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第31番 Op.110
シェーンベルク ： ６つの⼩さなピアノ曲 Op.19
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第32番 Op.111

2027� 第10回

⽣と死の揺らぎ
ショパン ： ピアノ・ソナタ第２番「葬送」 Op.35
ベートーヴェン ： ピアノ・ソナタ第29番 

「ハンマークラヴィーア」 Op.106
 

『ドビュッシーの見たもの』
ライヴ・レコーディング CD
好評発売中 

本公演

秋のシリーズ

「実体のあるものも、ないものも音に変換されてそこに
あるかのように立ち昇る……」、と仲道郁代さんは

ドビュッシーの本質を語っています。その演奏は、言葉通り
に、作曲家が音に込めた微細な気配までも見事に映し出し
ていました。音楽へのこの深い感応力が、ショパンやシュー
マンの魂の哀しみに、シューベルトやブラームスの真摯な
ひたむきさに、スクリャービンの色彩にみちた神秘に、ラフ
マニノフの抒情の劇性に、ラヴェルの粋な佇まいの裏に隠
された真実に……光を当ててくれることでしょう。

松橋麻利（音楽学者・ドビュッシー研究家）

全国で好評展開中
「幻想曲の模様〜心のかけらの万華鏡〜」は
当公演に先立ち全国５箇所の会場で
開催されました。

⃝ �9月18 日（土） 14：00 
サントミューゼ 小ホール

⃝ ���9月20日（月・祝） 14：00 
アクトシティ浜松 中ホール

⃝ ���9月23日（木・祝） 14：00 
長岡リリックホール コンサートホール

⃝ ����9月29日（水） 14：00 
高崎芸術劇場　

⃝ �����10月17日（日） 14：00 
奈井江町文化ホール

次回
公演

2026� 第9回

組曲〜調和と心慮〜
グリーグ ： 組曲「ホルベアの時代より」 Op.40
バッハ ： パルティータ第２番 BWV826
バッハ ： イタリア協奏曲 BWV971
バッハ ： パルティータ第１番 BWV825
ラヴェル ： クープランの墓

2027� 第10回

変奏曲
〜生の命題を 編む〜
モーツァルト ： フランスの歌 

「あぁ、お⺟さん聞いて」による12の変奏曲 
（ きらきら星変奏曲） K.265
シューマン ： アベッグ変奏曲 Op.1
ラフマニノフ ： コレッリの主題による変奏曲 Op. 42
ベートーヴェン ： 創作主題による32の変奏曲 
WoO.80
ブラームス ： ヘンデルの主題による変奏曲とフーガ Op.24

2021年 春のシリーズ
「幻想曲の系譜〜心が求めてやまぬもの〜」
サントリーホール

2020年 秋のシリーズ
「ドビュッシーの見たもの」
東京文化会館小ホール

2019年 秋のシリーズ
「シューマンの夢」
東京文化会館小ホール





The Road to 2027
仲道郁代ピアノ・リサイタル「幻想曲の模様―心のかけらの万華鏡」

2021年10月23日（土）開演14：00　東京文化会館 小ホール 
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